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平成１７年度３年生早進度英語指導年間スケジュール
松江北高英語科

分 野 到 達 目 標 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
・英文の概要・要点・主題 Ｒ教科書 Come True （エスト出版） PERSPECTIVE Total Reading 特別授業
等を的確に把握し、表現す Provision ・「予習→授業→復習」の黄金サイクル （山口書店） (1)東京・京都 (2)難関

読 解 る力を育てる。 （桐原書店） ★下線部訳練習プリントにて (3)広・岡 (4)鳥島山
・文脈を的確に把握し、不 L6, L7のみ 土曜・夏季特別講座
明な部分を類推して部分、 ・勉強の仕方を中心に ※東京・京都の難しい問題を中心に演習 ※読解プリント４８を自学 入試問題プリント
あるいは全体の意味を理解 オリエンテーション 『基礎英文問題精講』（旺文社） ・入試問題より
し、表現する力を育てる。 ・単語・構文・難解な文の解説Ｐ配布 ・計画表にしたがって自学させ、定期考査範囲に含める ・要約演習 模試演習 オープン・実戦

・読解や表現に必要な語彙 『速読英単語（必修編）』（増進会）
を増やし、その運用力を高 ・３回分ずつ実施 ・６回分ずつ ・１２回分ずつ アクセント・カタカナ語

語 彙 める ・ＳＨＲ（朝礼）を利用して週２回実施→採点は英語科 ・Ｒ授業の冒頭に ・Ｒ授業の冒頭に 最終チェックプリント
・８割以下は追試を実施（合格するまで） ・不合格者は追試を実施 ・不合格者には追試を実施
・本試と追試と２種類準備 ・即ゼミの「イディオム」９月末・

イディオムコンテスト １０月末の２回実施

・志望校突破に必要なセン ※志望校別集会 センタ センタ 模試ごとに見直しＰ 語整序演習 ※冬休みにレターケースに
ター得点をとれる学力を定 ー試験 ー 試 験 フォロー講座 文整序演習 演習問題を入れ希望者は自学

センター 着させる。 重要問 対策本 マーク演習（５回）
★目標点→１７０点 早朝学習 題演習 購入 ・Ｂ４判で問題配布→自宅で解答

・第２問題を演習 ・夏休み課題 ※各自でコピー 『センター試験過去問』 ・大問ごとに得点を記録させ
・解法の研究 発音・アクＣＤ （河合塾） 弱点の把握と補強に努める

・構文・文法・語法につい 『即戦ゼミ８』（桐原書店）
ての知識を定着させる。 ・Ｗ授業の冒頭に小テスト実施 不合格者には追試を実施

文 法 BIG WAVE （東京書籍）
・疑問点が生じるごとに参照 放課後学習 ※文法項目別演習Ｐ

・与えられた日本文の意味 『プラクティカルライティング』 （ベネッセ） 『システム英作文』（桐原書店）
内容を正確な英語で表現で ・文法・語法問題＋作文演習 ・基本問題→発展問題
きる。 GTEC

作 文 ・与えられたテーマやトピ ・自由英作文の書き方指導
ックについて、自分の考え
や感想をまとめ表現できる。 北高暗唱例文

・定期考査範囲に含める 第２章 大学別過去問作文添削
第１章 ・英語科全員で実施（過去問）

・英文を聞き取る力を育て、 『リスニングシャワー』 『 リ ス ニ 『リスニングエ ング 『リスニングアップリフト』（増進会） リスニング
リスニング 正しく音読できるように指 （美誠社） ワ ー ク 』 ッ セ ン シ ャ ル ・自学用ＣＤを利用し家庭で再度聞かせる 特別講座

導する。 ・Ｒ授業冒頭に実施 （旺文社） ズ』（啓隆社） ・過去問を使用し実戦形式
・授業導入にＬを行い、耳 ・簡単なものから徹底的に耳慣らし ・夏休み課題 GTEC で実施
慣らしと英語学習の雰囲気 ・毎日放課後実施

を作る。 ICﾚｺｰﾀﾞ ★リスニングの模試は全て ICﾚｺｰﾀﾞ
※ Hyper Listening( intermediate)を春 を体験 本番に対応して午後５時 ｰを体験
休みに課題 ★目標点→８割 ※代ゼミ模 以降の時間帯で実施 ※全統Ｍ ※リスニング教

材を持ち込む

・難関大の問題に対応でき 定期考査で８割以上（Ｒ，Ｗ）の得点の取れる生徒を対象
添 削 る応用力をつける。 ※八幡成人『英語総合演習④応用編』（研究社）

・中間試験後スタート ・１学期成績を基に生徒を追加
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ＡＬＴの助けを借りて自由英作
文を行うとよい。レターケース

に問題を入れておき最上位層及
び希望者に書かせる！

即ゼミはやめたほうがよい。
「アップグレード」がよい。

「全演習英語精選問題７００」
(桐原）を4月から自学用に！

好評で成果も
あがった。継
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●対象を少し
多めに広げる

とよい

●レベル６を
目標に指導

●解答解説が
他社より詳し
くてよい


